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星
野
　
竒
（
く
す
し
）
は

旧
姓
、
置
塩
（
お
し
お
）
竒

と
い
い
、
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
九
月
十
七
日
、

静
岡
県
志
太
郡
島
田
宿
（
現

在
の
島
田
市
）
四
八
〇
番
地

に
て
、
父
置
塩
藤
四
郎
・
母

さ
だ
の
五
男
と
し
て
出
生
し

た
。
竒
（
く
す
し
）
と
は
奇

の
略
字
で
あ
る
が
、
珍
し
い

名
を
つ
け
た
の
は
、
並
み
の

子
で
な
い
人
に
育
っ
て
欲
し

い
と
い
う
両
親
の
願
い
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
男
八
人
女

三
人
の
十
一
人
姉
兄
弟
の
八

番
目
で
、
兄
弟
げ
ん
か
は
本

物
の
刀
（
真
剣
）
で
や
っ
て

い
た
と
い
う
。

■
北
大
・
瓔
珞
み
が
く
・
テ

ニ
ス

　
置
塩
家
は
伊
勢
神
宮
の
神

官
の
家
柄
で
あ
っ
た
の
で
、

竒
は
中
学
を
伊
勢
の
宇
治
山

田
中
学
に
学
び
、
大
学
は
遠

路
、
北
海
道
帝
国
大
学
農
学

科
に
学
ぶ
が
、
こ
の
北
大
で

青
春
を
大
い
に
謳
歌
す
る
こ

と
に
な
る
。
大
正
九
年
（
一

九
二
〇
）
北
大
予
科
は
毎
年

恒
例
の
予
科
会
歌
の
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
、
竒
は
友
人
佐

藤
一
雄
が
作
詞
し
た
「
瓔
珞

（
よ
う
ら
く
）
み
が
く
」
に

曲
を
つ
け
応
募
、
見
事
優
勝

を
果
た
し
た
。

　
さ
て
、
大
正
九
年
の
北
大

予
科
会
歌
の
優
秀
作
の
コ
ン

ペ
、
場
所
は
北
大
の
学
生
寮

恵
迪
（
け
い
て
き
）
寮
の
食

堂
。
竒
は
食
堂
の
隅
に
あ
っ

た
オ
ル
ガ
ン
を
引
っ
張
り
出

し
て
弾
き
な
が
ら
蛮
声
を
張

り
上
げ
る
。
そ
れ
が
良
か
っ

た
の
か
、
見
事
優
勝
と
な
っ

た
。
優
勝
賞
金
が
当
時
三
円
。

こ
の
三
円
で
竒
は
大
変
な
思

い
を
す
る
。
　
竒
は
優
勝
祝

い
に
数
人
で
、
そ
ば
で
も
と

っ
て
食
お
う
と
思
っ
た
そ
う
だ

が
、
寮
生
に
こ
れ
が
伝
わ
り
、

竒
の
部
屋
に
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん

皆
が
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
ば

が
な
く
な
れ
ば
、
も
う
ど
ん

ど
ん
勝
手
に
そ
ば
や
に
出
前

を
頼
ん
で
し
ま
う
。
結
局
、

賞
金
の
三
円
で
は
足
り
な
く

て
、
ほ
か
に
三
円
の
足
が
出

た
。
当
時
そ
ば
は
五
銭
く
ら

い
と
す
れ
ば
、
総
計
百
二
十

杯
く
ら
い
そ
ば
を
食
べ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
竒
が
楽
し
そ

う
に
話
し
て
い
た
顔
が
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
、
と
孫
の

喜
忠
は
語
る
。

　
北
海
道
は
札
幌
の
街
中
に

北
海
道
大
学
植
物
園
が
あ
る
。

入
園
す
る
と
す
ぐ
高
さ
五
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
「
瓔
珞
み
が

く
」
の
歌
碑
が
あ
り
、
こ
の

歌
の
歌
詞
は
当
時
の
北
海
道

の
様
子
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　
そ
の
こ
ろ
北
大
で
青
春
を

謳
歌
し
た
若
者
達
の
元
気
な

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
、

フ
ッ
と
そ
ん
な
気
が
し
て
く

る
。
こ
の
歌
、
作
ら
れ
て
約

八
十
五
年
、
今
も
北
大
の
学

生
に
歌
い
継
が
れ
て
生
き
残

っ
て
い
る
。
最
近
ま
で
札
幌

市
内
で
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て

「
瓔
珞
み
が
く
」
や
「
都
ぞ

弥
生
」
を
聞
き
た
い
、
と
運

転
手
に
頼
む
と
テ
ー
プ
を
か

け
て
く
れ
る
タ
ク
シ
ー
も
多

か
っ
た
と
か
。

　
昭
和
三
十
年
代
か
ら
日
本

の
主
に
旧
制
高
校
の
寮
歌
・

愛
唱
歌
な
ど
を
懐
か
し
む
集

い
が
全
国
的
な
行
事
と
し
て

「
日
本
寮
歌
祭
」
が
各
地
で

催
さ
れ
た
。
　
竒
は
当
時
、

既
に
ほ
と
ん
ど
物
故
さ
れ
て

い
た
作
詞
・
作
曲
者
の
生
き

残
り
の
一
人
と
し
て
寮
歌
祭

に
引
っ
張
り
出
さ
れ
て
い
た

が
、
壇
上
で
指
揮
を
と
り
な

が
ら
元
気
に
「
瓔
珞
み
が

く
」
を
高
唱
す
る
姿
は
北
大

青
春
時
代
の
姿
そ
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。

　
花
咲
の
星
野
家
前
の
「
瓔

珞
み
が
く
」
歌
碑
は
竒
が
昭

和
四
十
六
年
に
札
幌
の
北
大

植
物
園
の
碑
を
ハ
ー
フ
サ
イ

ズ
に
し
て
建
て
た
も
の
で
あ

る
。

「
瓔
珞
み
が
く
」

（
大
正
九
年 

北
海
道
帝
国

　
大
学
予
科
桜
星
会
会
歌
）

　
　
佐
藤 

一
雄
作
　

　
　
星
野
（
置
塩
）
竒
作
曲

一
、
瓔
珞
（
よ
う
ら
く
）
み

　
が
く
石
狩
の

　
源
（
み
な
も
と
）
遠
く
訪

　
（
と
）
い
く
れ
ば

　
原
始
の
森
は
闇
（
く
ら
　

　
く
）
し
て

　
雪
解
（
ゆ
き
げ
）
の
泉 

　
玉
と
湧
く

二
、
浜
茄
子
（
は
ま
な
す
）

　
紅
（
あ
か
）
き
磯
辺
に
も

　
鈴
蘭
香
る
谷
間
に
も

　
愛
奴
（
ア
イ
ヌ
）
の
姿
薄

　
れ
ゆ
く

　
蝦
夷
（
え
ぞ
）
の
昔
を
懐

　
（
お
も
）
ふ
か
な

三
、
今 

円
山
（
ま
る
や
　

　
ま
）
の
桜
花
（
さ
く
ら
ば

　
な
）

　
歴
史
は
旧
（
ふ
）
り
て
四

　
十
年

　
吾
が
学
び
舎
（
や
）
の
先

　
人
が

　
建
て
し
功
（
い
さ
お
）
は

　
い
や
栄
（
さ
か
）
ゆ

八
、
想
（
お
も
い
）
を
秘
め

　
し
若
人
が

　
唇
か
た
く
ほ
ほ
え
み
つ

　
仰
げ
ば
高
く
聳
（
そ
び
）

　
え
立
つ

　
羊
蹄
山
（
よ
う
て
い
ざ
　

　
ん
）
に
雪
潔
（
き
よ
）
し

ま
た
北
大
で
は
「
ボ
ー
イ
ズ

　
ビ
ー
　
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」

で
著
名
な
ク
ラ
ー
ク
博
士
の

孫
（
当
時
北
大
に
留
学
し
て

い
た
ク
ラ
ー
ク
�
世
）
と

「
テ
ニ
ス
」
（
硬
式
）
を
や

っ
て
い
た
そ
う
で
、
実
は
や

り
す
ぎ
て
一
年
ど
っ
ぺ
っ
た

（
留
年
し
た
）
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
北
大
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
。

■
結
婚
・
震
災
復
興
局
・
神

戸
住
ま
い

　
思
い
出
多
い
北
大
を
卒
業

し
た
竒
は
、
大
正
十
二
年
縁

あ
っ
て
山
梨
県
北
都
留
郡
廣

里
村
花
咲
の
星
野
屋
、
星
野

喜
照
（
当
時
廣
里
村
村
長
）

の
長
女
照
子
の
婿
と
し
て
養

子
縁
組
し
結
婚
し
た
。

　
結
婚
後
は
学
生
時
代
に
建

築
製
図
を
し
て
い
た
こ
と
か

ら
関
東
大
震
災
に
対
処
し
て

出
来
た
震
災
復
興
局
に
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
、
東
京
の

阿
佐
ヶ
谷
に
て
生
活
を
開
始

し
た
。
横
浜
市
公
園
課
に
て

公
園
建
設
技
師
と
し
て
横
浜

公
園
・
山
手
公
園
・
横
浜
商

業
学
校
運
動
場
な
ど
の
設
計

を
し
た
。
大
正
十
三
年
長
女

千
鶴
が
誕
生
。
そ
の
後
、
関

西
神
戸
近
郊
の
御
影
に
転
居
、

長
兄
置
塩 

章
の
経
営
す
る

神
戸
の
置
塩
一
級
建
築
設
計

事
務
所
に
勤
め
、
現
宮
崎
県

庁
正
面
玄
関
前
の
庭
園
設
計

な
ど
を
手
懸
け
た
。

■
富
士
納
豆

　
昭
和
九
年
に
大
月
に
戻
っ

た
竒
は
、
学
生
時
代
に
納
豆

菌
純
粋
培
養
の
研
究
者
の
半

澤
　
洵
、
北
海
道
帝
国
大
学

教
授
（
農
学
部
長
）
の
謦
咳

に
触
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
昭
和
十
年
に
大
月
で
納

豆
の
製
造
販
売
を
始
め
た
。

  

当
時
県
下
に
は
納
豆
製
造

業
者
は
無
く
、
山
梨
県
に
は

そ
の
頃
納
豆
を
食
べ
た
こ
と

が
あ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に

し
て
も
「
星
野
屋
が
納
豆
を

作
り
始
め
た
？
」
と
、
当
時

の
大
月
の
人
々
は
驚
い
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

北大に学び大月に
　生きた星野家当主

＊＊＊＊＊＊あなたの町の情報誌＊＊＊＊＊＊


